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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年2月23日(2017.2.23)

【公開番号】特開2014-148505(P2014-148505A)
【公開日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2014-7930(P2014-7930)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  69/675    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  41/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  43/164    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  67/03     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  67/31     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/708    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  15/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   2/86     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/34     (2014.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   69/675    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   41/09     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   43/164    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   67/03     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   67/31     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   69/708    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ   15/16     　　　　
   Ｃ０７Ｃ    2/86     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    3/04     １０１Ｙ
   Ｃ０９Ｄ   11/34     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月20日(2017.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非晶質の組成物であって、
　前記組成物は、少なくとも１つの非エステル材料および以下の式を有するリンゴ酸の少
なくとも１つのエステルを含み、
　前記少なくとも１つの非エステル材料およびリンゴ酸の少なくとも１つのエステルが、
前記リンゴ酸および１つ以上のアルコールからの反応生成物であり、
　前記１つ以上のアルコールがベンズヒドロールを含む、
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　組成物
【化１】

（式中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ、互いに独立にアルキル基（前記アルキル基における
アルキル部分は、１～４０個の炭素原子を有する直鎖、分岐または環状、飽和または不飽
和、置換または非置換であることができる）、置換または非置換の芳香族またはヘテロ芳
香族基、またはこれらの混合物である）。
【請求項２】
　前記リンゴ酸が、ＤＬ－リンゴ酸、Ｄ－リンゴ酸、Ｌ－リンゴ酸、およびこれらの混合
物からなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記１つ以上のアルコールがさらに、
【化２】

およびこれらの混合物から選択されるアルコールを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記１つ以上のアルコールの量が、前記リンゴ酸１当量モルに対して、１～５当量モル
である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ベンズヒドロールの量が、前記リンゴ酸１当量モルに対して、１～３当量モルであ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、
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【化３】

を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物が、

【化４】

を更に含む、請求項６に記載の組成物。
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【請求項８】
　前記組成物が、
【化５】

を更に含む、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　非晶質の組成物であって、
　前記組成物は、少なくとも１つの非エステル材料および以下の式を有するリンゴ酸の少
なくとも１つのエステルを含み、
　前記少なくとも１つの非エステル材料およびリンゴ酸の少なくとも１つのエステルが、
前記リンゴ酸および１つ以上のアルコールからの反応生成物であり、
　前記１つ以上のアルコールがベンズヒドロールを含み、
　前記組成物が、１００℃～１４０℃の温度で１ｃｐｓ～１００ｃｐｓの粘度を有する、
　組成物
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【化６】

（式中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ、互いに独立にアルキル基（前記アルキル基における
アルキル部分は、１～４０個の炭素原子を有する直鎖、分岐または環状、飽和または不飽
和、置換または非置換であることができる）、置換または非置換の芳香族またはヘテロ芳
香族基、またはこれらの混合物である）。
【請求項１０】
　前記１つ以上のアルコールがさらに、
【化７】

およびこれらの混合物から選択されるアルコールを含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　組成物を形成する方法であって、
　前記方法が、
　少なくとも１つのアルコールを選択する工程；
　前記少なくとも１つのアルコールをリンゴ酸と反応させる工程；および
　１つ以上の反応条件を制御して、非晶質の組成物を形成する工程を含み、
　前記組成物が、少なくとも１つの非エステル材料および以下の式を有するリンゴ酸の少
なくとも１つのエステルを含み、
　前記少なくとも１つの非エステル材料およびリンゴ酸の少なくとも１つのエステルが、
前記リンゴ酸および１つ以上のアルコールからの反応生成物であり、
　前記１つ以上のアルコールがベンズヒドロールを含む、
　方法
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【化８】

（式中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ、互いに独立にアルキル基（前記アルキル基における
アルキル部分は、１～４０個の炭素原子を有する直鎖、分岐または環状、飽和または不飽
和、置換または非置換であることができる）、置換または非置換の芳香族またはヘテロ芳
香族基、またはこれらの混合物である）。
【請求項１２】
　前記１つ以上の反応条件を制御する工程が、酸性条件を制御することを含む、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記リンゴ酸が、ＤＬ－リンゴ酸、Ｄ－リンゴ酸、Ｌ－リンゴ酸、およびこれらの混合
物からなる群から選択される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのアルコールを選択する工程が、ベンズヒドロールを選択すること
を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのアルコールがさらに、
【化９】

およびこれらの混合物から選択されるアルコールを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのアルコールをリンゴ酸と反応させる工程が以下の反応を含む、請
求項１１に記載の方法：
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【化１０】

。
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